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事例区分 行政改革 タグ

事例種類

・消防・防災
・組織改革
・事務の共同実施

三重県総括支援チーム

消防・防災

対口支援団体の受け入れを伴う
被害認定調査実施体制立ち上げ過程の概観報告
―令和六年能登半島地震における輪島市での活動を通じて―

地方公務員月報2024年8月号（グラビア）

団体の属性 その他
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１
．
は
じ
め
に

　
二
○
二
四
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
で
は
、

多
く
の
建
物
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
自
治
体
は
、
被
災
者
か
ら
の

申
請
に
対
し
て
罹
災
証
明
書
を
交
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
証
明

書
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
九
○
条
の
二
に
基
づ
き
、
被
災
自
治
体
が
被

害
を
受
け
た
住
家
を
調
査
し
交
付
す
る
も
の
で
す
。
本
稿
で
は
、
能
登
半

島
地
震
で
被
害
を
受
け
、
多
く
の
対
口
支
援
団
体
が
派
遣
さ
れ
た
石
川
県

輪
島
市
で
の
被
害
認
定
調
査
体
制
立
ち
上
げ
過
程
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

２
．
派
遣
の
経
緯
と
役
割

　
著
者
は
、
総
括
支
援
チ
ー
ム
⑴
の
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員
と
し
て
、

三
重
県
か
ら
輪
島
市
へ
の
派
遣
要
請
を
受
け
ま
し
た
。
二
○
二
四
年
一
月

二
日
に
輪
島
市
へ
総
括
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
が
決
定
さ
れ
、
著
者
は
一
月

三
日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
の
期
間
で
延
べ
七
三
日
間
の
派
遣
の
命
を
受
け

ま
し
た
。
一
月
三
日
か
ら
五
日
ま
で
の
間
は
、
石
川
県
庁
で
三
重
県
以
外

の
対
口
支
援
団
体
と
輪
島
市
間
の
調
整
ス
キ
ー
ム
設
計
や
、
避
難
所
運
営

に
関
す
る
N
P
O
の
参
画
調
整
を
行
い
ま
し
た
。
著
者
の
輪
島
市
役
所
で

の
活
動
は
一
月
六
日
か
ら
で
す
。
輪
島
市
を
離
れ
て
い
る
期
間
も
資
料
作

成
や
関
係
機
関
と
の
調
整
を
継
続
し
て
行
い
ま
し
た
。
著
者
が
企
画
し
た

施
策
や
方
針
は
輪
島
市
職
員
を
通
じ
て
決
定
を
得
る
よ
う
に
し
、
輪
島
市

の
意
向
を
尊
重
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
輪
島
市
職
員
の
確
認
を
得
た
資

料
を
基
に
、
対
口
支
援
団
体
へ
の
説
明
や
調
整
は
著
者
が
担
当
し
ま
し
た
。

３
．
被
害
認
定
調
査
実
施
体
制
の
構
築
過
程

　
本
稿
で
は
、
紙
面
の
制
約
の
都
合
上
、
被
害
認
定
調
査
を
実
施
す
る
た

め
に
対
口
支
援
団
体
の
要
請
を
行
っ
た
一
月
一
七
日
か
ら
、
応
援
職
員
が

被
害
認
定
調
査
を
開
始
し
た
二
五
日
ま
で
の
記
録
を
報
告
し
ま
す
。
表
一

に
主
な
支
援
内
容
と
イ
ベ
ン
ト
を
示
し
ま
す
。

　
一
七
日
に
総
括
支
援
チ
ー
ム
か
ら
石
川
県
リ
エ
ゾ
ン
を
通
じ
て
被
害
認

定
調
査
に
関
す
る
対
口
支
援
団
体
の
追
加
要
請
を
行
い
、
翌
一
八
日
に
六

団
体
（
北
九
州
市
・
福
岡
市
・
熊
本
県
・
高
知
県
・
広
島
県
・
山
口
県
）

が
決
定
し
ま
し
た
。

　
一
九
日
に
、
北
九
州
市
お
よ
び
福
岡
市
の
先
遣
隊
が
到
着
し
ま
し
た
。

輪
島
市
で
は
、
被
害
認
定
調
査
に
従
事
で
き
る
職
員
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
段
階
的
に
被
害
認
定
調
査
員
を
増
員
し
、
運
営
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
計
画
は
送
付
し
て
い
た
も
の
の
、
両
市

の
派
遣
計
画
は
段
階
的
に
派
遣
職
員
を
増
や
す
も
の
で
は
な
く
、
当
初
か

ら
概
ね
一
ク
ー
ル
あ
た
り
の
最
大
数
を
派
遣
す
る
計
画
で
あ
る
こ
と
が
判

災害派遣に関する取組災害派遣に関する取組

対
口
支
援
団
体
の
受
け
入
れ
を
伴
う

被
害
認
定
調
査
実
施
体
制
立
ち
上
げ
過
程
の
概
観
報
告

―
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
輪
島
市
で
の
活
動
を
通
じ
て
―

藤
原 

宏
之

三
重
県
総
括
支
援
チ
ー
ム
（
伊
勢
市
役
所
危
機
管
理
課
）

太平洋

西側

東側

地震発生

頭を保護して
机の下など
頑丈な場所に
隠れる

揺れを感じたらまず身を守る行動を

２
時
間
程
度
〜
１
週
間※

２
週
間
〜

南海トラフの想定震源域またはその周辺で
M6.8以上の
地震が発生

南海トラフの想定震源域のプレート境界面で
通常とは異なる

ゆっくりすべりが発生した可能性

・警戒措置を解除し、さらに１週間、
地震への注意措置をとる。

日頃からの 地震への
備えを再確認 する等
津波からの避難が間に
合わない一部の地域
では引き続き１週間

避難を継続

頑丈な場所に
隠れる

家庭で
ブロック塀や電柱、
自動販売機など、
倒れる危険のある
場所から離れる
倒れる危険のある
場所から離れる

屋外で
津波の発生・襲来
に備えて、安全な
場所に避難する

津波の発生・襲来
に備えて、安全な
場所に避難する

沿岸部で

時間差で発生する巨大地震に備えましょう
～南海トラフ地震臨時情報～

1854年

1854年

1944年

1946年

M8.6 M8.2

M8.7 M8.4

〔 過去事例 〕

約32時間後

安政南海地震 昭和南海地震

安政東海地震 昭和東南海地震

南海トラフ巨大地震
の想定震源域

約２年後

日頃からの地震への
備えを再確認 する等

日頃からの地震への
備えを再確認 する等

地震の発生に注意しながら通常の生活を送る。
ただし、大規模地震が起きる可能性が
なくなったわけではない ことに留意

突
然
の
揺
れ

ただし、大規模地震が起きる可能性が
なくなったわけではない

国からの
呼びかけ等に
従って行動を

※

ゆ
っ
く
り
す
べ
り
が
観
測
さ
れ
た
場
合
は
、そ
れ
が
収
ま
っ
た
と
評
価
さ
れ
る
ま
で

発
生
後

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

地震は一度では終わらないかも
～時間差で起きる場合も～

一部の地域
では引き続き１週間

避難を継続

備えを再確認

備えを再確認

備えを再確認

※Mはモーメントマグニチュード
※西側で先に大規模地震が発生する可能性もあります。

※１ 想定震源域のプレート境界で M8.0 以上の地震が発生
※２ 想定震源域、またはその周辺で M7.0 以上の地震が発生（ただし、プレート境界の M8.0 以上の地震を除く）
※３ 住民が揺れを感じることがない、プレート境界面のゆっくりとしたずれによる地殻変動を観測した場合など

・南海トラフ地震の発生可能性が通常と比べて相対的に高まったと評価された場合に
気象庁から「南海トラフ地震臨時情報」が発表されます。

・政府や地方公共団体などからの呼びかけ等に応じた防災対応をとりましょう。

通常の生活。ただし、
大規模地震が起きる
可能性がなくなった
わけではないことに
留意

可能性がなくなった
大規模地震が起きる

ただし、

わけではない

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震警戒）

南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）

南海トラフ地震臨時情報
（調査終了）

１
週
間
〜
２
週
間

地震の発生に注意しな
がら通常の生活を送る。
ただし、大規模地震が
起きる可能性がなくな
ったわけではないこと
に留意

ただし、大規模地震が
起きる可能性がなくな
ったわけではない

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

防災対応をとる必要あり 必要なし

プレート境界の
M8.0 以上の地震（※１）

M7.0以上の
地震（※２）

ゆっくりすべり
（※３）

それ以外

指定基準の概要

防災体制の確保、
過去の被災履歴への配慮

津波高３ｍ以上で
海岸堤防が低い地域

震度６弱以上の地域

南海トラフ地震が発生したら・・・

地震発生後の防災対応の流れ

発生から5分～30分後

　南海トラフ地震の発生に伴い、関東から四国・九州にかけて極めて広い範囲で著しい
災害が生じるおそれがあります。特に沿岸部では津波による甚大な被害が生じる可能性
があります。大きな被害が見込まれる地域では、南海トラフ地震に備える必要があります。

南海トラフ地震で
大きな被害が
見込まれる地域
南海トラフ地震
防災対策推進地域

【出典】内閣府・気象庁、リーフレット「南海トラフ地震 - その時の備え -」、令和元年６月発行



明
し
ま
し
た
。

　
二
○
日
に
は
、
他
の
四
団
体
も
同
様
の
派
遣
計
画
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、二
日
後
の
二
二
日
に
二
六
名
（
北
九
州
市
・
福
岡
市
）

が
到
着
し
、
四
日
後
の
二
四
日
に
六
六
名
（
熊
本
県
・
高
知
県
・
広
島
県
・

山
口
県
）
が
加
わ
り
、
総
勢
九
二
名
の
応
援
職
員
が
集
結
す
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
判
明
し
た
事
実
か
ら
、
総
括
支
援
チ
ー
ム
と
輪
島
市

だ
け
で
は
、
運
営
体
制
構
築
に
関
す
る
準
備
を
完
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
が
推
察
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
北
九
州
市
お
よ
び
福
岡
市
の
職

員
に
も
運
営
体
制
構
築
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
方
針
を
執
り
ま
し
た
。

　
二
一
日
に
、
両
市
の
先
遣
隊
に
対
し
て
現
状
の
説
明
と
「
24
日
1
0
0
人

受
け
入
れ
大
作
戦
」
と
称
し
た
被
害
認
定
調
査
の
運
営
体
制
を
構
築
す
る
た

め
に
必
要
な
準
備
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
を
依
頼
し
承
諾
を
得
ま

し
た
。「
24
日
1
0
0
人
受
け
入
れ
大
作
戦
」
は
、
北
九
州
市
、
福
岡
市
と
輪

島
市
が
、
二
四
日
に
約
一
○
○
名
体
制
で
の
被
害
認
定
調
査
員
を
受
け
入
れ

る
共
通
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
実
行
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
図
一

は
、
対
口
支
援
団
体
と
輪
島
市
（
著
者
が
担
当
）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
実
施
す
べ

き
業
務
を
整
理
し
、
先
遣
隊
お
よ
び
被
害
認
定
調
査
員
に
示
し
た
も
の
で
す
。

調
整
の
結
果
、
シ
フ
ト
係
を
福
岡
市
が
担
い
、
評
価
手
順
係
と
被
害
認
定
調

査
事
務
所
係
を
北
九
州
市
が
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。「
24
日
1
0
0
人
受

け
入
れ
大
作
戦
」
へ
の
参
画
が
承
諾
さ
れ
た
後
は
、両
市
が
担
当
す
る
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
が
開
始
さ
れ
、
半
日
ご
と
に
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
時

間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
三
日
の
協
議
で
以
下
の
三
点
が
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
①
雪
の
影
響
で
集
結
予
定
日
を
二
五
日
に
延
期
す
る
こ
と
。
②

集
結
時
に
「
自
治
体
応
援
職
員
1
0
0
人
体
制
に
よ
る
輪
島
市
被
害
認
定
調

査
の
開
始
式
」
を
実
施
す
る
こ
と
。
③
六
つ
の
対
口
支
援
団
体
を
取
り
ま
と

め
る
幹
事
団
体
を
置
く
こ
と
を
集
結
後
に
議
論
す
る
こ
と
。
の
三
点
で
す
。

　
二
五
日
に
開
始
式
（
写
真
一
）
が
行
わ
れ
、
式
終
了
後
に
北
九
州
市
と
福

岡
市
の
職
員
が
一
次
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
著
者
は
、
そ
の
他
の
職
員
に

対
し
て
被
害
認
定
調
査
の
状
況
と
完
了
目
標
を
説
明
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

に
携
わ
っ
た
北
九
州
市

の
職
員
が
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
説
明
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
運
営
体
制
に
関

す
る
打
ち
合
わ
せ
を
行

い
、
幹
事
団
体
を
持
ち

回
り
で
受
け
持
つ
こ
と

が
決
定
し
ま
し
た
。

４
．
対
応
か
ら
得
ら
れ

た
知
見

「
24
日
1
0
0
人
受
け

入
れ
大
作
戦
」
を
通
じ

て
、
輪
島
市
が
担
う
業

務
量
を
低
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
事

例
を
通
じ
て
、
被
災
自

治
体
の
職
員
の
み
で
業

務
運
営
体
制
を
構
築
で

き
な
い
場
合
に
は
、
業

務
運
営
体
制
の
構
築
か

ら
応
援
職
員
へ
業
務
権

限
を
委
譲
す
る
選
択
肢
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

５
．
お
わ
り
に

　
輪
島
市
で
の
二
次
調
査
は
、
対
口
支
援
団
体
に
加
え
て
石
川
県
お
よ
び
日

本
不
動
産
鑑
定
士
協
会
連
合
会
を
含
む
一
八
団
体
が
一
つ
の
チ
ー
ム
と
な
っ

て
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
輪
島
市
を
支
え
る
た
め
に
一
丸
と
な
っ
て
、

共
に
災
害
に
立
ち
向
か
う
素
晴
ら
し
い
チ
ー
ム
で
調
査
を
進
め
る
こ
と
が
で

図一　対口支援団体へ示した資料（著者作成）



き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
二
次
調
査

体
制
へ
移
行
す
る
際
に
、
鹿
児
島
県
、

宮
崎
県
が
新
た
な
対
口
支
援
団
体
に

加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
到
着
日
に
合

わ
せ
て
「
対
口
支
援
団
体
歓
迎
会
」

と
称
し
た
一
五
分
程
度
の
セ
レ
モ

ニ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、

対
口
支
援
団
体
の
発
案
で
士
気
を
高

め
る
た
め
に
作
成
し
た
チ
ー
ム
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
応

援
職
員
の
ア
イ
デ
ア
の
中
か
ら
輪
島

市
職
員
が
選
考
し
ア
レ
ン
ジ
を
加
え
た
、

我
ら
輪
島
市
被
害
認
定
調
査
チ
ー
ム

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　「
罹
S
T
A
R
T 

シ
ン
・
ワ
ジ
マ

へ
の
第
一
歩
」

補
注

（
1
）�

総
括
支
援
チ
ー
ム
と
は
、
総
務
省
の
応
急
対
策
職
員
派
遣
制
度
に
よ
り
派
遣

さ
れ
る
被
災
市
区
町
村
が
行
う
災
害
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
支
援
を
担
う
チ
ー
ム

で
あ
る
。
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
す
る
場
合
に
は
、
災
害
対
応
業
務
を
担
う
対

口
支
援
チ
ー
ム
が
派
遣
さ
れ
る
。

（
2
）�

本
稿
は
参
考
文
献
に
て
公
表
し
た
内
容
を
基
に
、
構
成
や
内
容
を
修
正
・
加

筆
等
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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運
営
体
制
構
築
過
程
の

実
態
解
明
―
輪
島
市
の
住
家
被
害
認
定
調
査
（
第
一
次
調
査
）
を
対
象
と
し

て
―
、
地
域
安
全
学
会
梗
概
集
、
p
．
2
1
5
―
2
1
8
、
N
o
5
4
、

2
0
2
4
．

写真一　�「自治体応援職員100人体制による輪島市被害認
定調査の開始式」の様子（著者撮影）

表 1　主な支援内容とイベント


